
ま
が
り
た

正
山
地
区
の
曲
田
に
あ
る
栗
木
昌
次
さ
ん
所
有
の
田
ん
ぼ
約
1
反

(
日
ア

l
ル
)
に

5
月
初
日
、
正
山
小
学
校
・
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
約
卯
人
が
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
企
画
し
た
の
は
正
山
小
学

校
P
T
A
の

「
お
や
じ
の
会
」
。
子
ど
も
た
ち
が
田
ん
ぼ
に
親
し
み
、
野

生
生
物
の
共
存
・
共
生
に
も
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
隣
の
田
ん
ぼ

は
ビ
オ
ト

l
。
フ
に
。
秋
に
は
稲
刈
り
、
も
ち
つ
き
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
金
を
出
せ
ば
何
で
も
手
に
入
る
昨
今
で
す
が
、
お
金
で
は
買
え
な

い
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
ビ
オ
ト
l
プ
:
・
安
定
し
た
環
境
を
も
っ
野
生
生
物
の
生
息
空
間
。

田植えを楽しむ子どもたち

幸良広

2002 (平成14年)

月6 0あなたの声から始める町づくり

021世紀の安定した生活基盤づくり

。やさしさと思いやりのある町政

人口… 3，165人( 0) 

男… 1，517人(-1) 

女… 1，648人(+1) 

世帯数
…1，090世帯(- 2) 

(平成14年5月31日現在)
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申
予
分
水
カ
ッ
ト
で

貯
水
容
量
4
割
縮
小
・
ダ
ム
え
ん
堤
高
W
m
低
下

山
鳥
坂
ダ
ム
事
業
は
、
昨
年

什
月
1
日
に
中
予
地
区
3
市
5

町
で
組
織
す
る
山
鳥
坂
ダ
ム
建

設
推
進
協
議
会
(
会
長
中
村

時
広
松
山
市
長
)
が
「
見
直
し

案
に
基
づ
い
た
山
鳥
坂
ダ
ム
建

設

・
中
予
分
水
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
は
困
難
」
と
し
て
国
土

交
通
省
に
正
式
に
回
答
。
こ
れ

に
よ
っ
て
山
鳥
坂
ダ
ム
計
画
か

ら
中
予
分
水
事
業
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
刊
月
市
日
に
国
土

交
通
省
四
園
地
方
整
備
局
の
事

業
評
価
監
視
委
員
会
が
高
松
市

で
聞
か
れ
、
中
予
分
水
事
業
の

推
進
は
困
難
と
し
な
が
ら
も

「
肱
川
の
現
状
か
ら
み
て
治
水
、

河
川
環
境
対
策
は
必
要
」

と
し、

分
水
を
除
外
し
て
計
画
を
再
度

見
直
し
、
治
水
ダ
ム
と
し
て
事

業
を
継
続
す
る
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

5
月
沼
田
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建

設
対
策
協
議
会
理
事
会
が
大
洲

市
役
所
で
開
催
さ
れ、

国
土
交

通
省
か
ら
再
見
直
し
案
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
理
事
会
に

は
肱
川
流
域
自
治
体
の
首
長
や

議
長
ら
約
初
人
が
出
席
し
、
国

土
交
通
省
大
洲
工
事
事
務
所
の

黒
川
所
長
か
ら
再
見
直
し
案
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
国
土
交
通

省
か
ら
示
さ
れ
た
再
見
直
し
案

と
肱
川
町
で
開
催
し
ま
し
た
住

民
説
明
会
で
の
質
問
や
ご
意
見

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

岩谷地区説明会 (5/20)

mw町
議
会
議
員
と

a凶
司
町
職
員
説
明
会

.
今
回
の
再
見
直
し
案
で
は
、

ダ
ム
え
ん
堤
の
高
さ
が
当
初

計
画
よ
り
げ

m
低
く
な
っ
て

い
る
が
そ
れ
に
伴
う
影
響
に

つ
い
て

-
鹿
野
川
ダ
ム
の
改
造
に
よ

っ

て
ボ

l
ト
競
技
等
へ
の
支
障

は
起
き
な
い
か
。

-
県
道
付
替
道
路
に
つ
い
て

-
堤
防
の
嵩
上
げ
案
に
つ
い
て

.
洪
水
調
節
容
量
に
つ
い
て

-
水
源
一
泊
養
林
と
し
て
の
山
林

の
手
入
れ
に
つ
い
て

⑫
岩
谷
地
区
説
明
会

久
保
田
町
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
「
い
よ
い
よ

7
月
末
に
は

事
業
評
価
監
視
委
員
会
が
聞
か

れ
、
山
鳥
坂
ダ
ム
が
建
設
の
方

向
に
向
か
う
の
か
、
ま
た
事
業

中
止
に
な
る
か
の
決
定
が
下
さ

れ
る
。
肱
川
流
域
協
議
会
で
は

肱
川
の
治
水
対
策
や
河
川
環
境

整
備
の
た
め
に
は
ダ
ム
建
設
は

必
要
と
の
認
識
の
も
と
流
域
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
肱
川
町
と
し
て
は
、
ダ
ム

建
設
が
早
期
着
工
で
き
る
よ
う

誠
心
誠
意
努
力
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
土
交
通
省
山
鳥

坂
ダ
ム
工
事
事
務
所
の
竹
島
所

長
か
ら
再
見
直
し
案
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

〔出
席
者
か
ら
の
質
疑
等〕

-7月
の
事
業
評
価
監
視
委
員

会
で
ダ
ム
建
設
を
す
る
か
し

な
い
か
が
決
定
さ
れ
る
と
聞

い
た
。
新
聞
に
は
初
年
か
ら

初
年
か
か
る
と
あ
っ
た
が
、

ダ
ム
建
設
が
決
定
す
れ
ば
す

ぐ
に
取
り
か
か
る
の
か
。

-
当
初
計
画
よ
り
ダ
ム
の
高
さ

が
低
く
な
っ
て
い
る
。
水
没

予
定
地
は
地
す
べ
り
地
帯
で

あ
る
の
で
、
危
険
地
域
と
し

て
組
み
入
れ
て
も
ら
い
た
い

0

.
補
償
問
題
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
、
愛
媛
県
、
肱
川

町
が
十
分
考
え
て
対
応
し
て

も
ら
い
た
い
。

企マ
ダ
ム
建
設
地
点
の
上
流
、
下

流
側
の
河
川
整
備
計
画
が
必

要
で
は
な
い
か
。

-

一
部
の
人
は
い
ろ
い
ろ
と
言

っ
て
い
る
が
、
洪
水
で
浸
か

る
地
域
住
民
の
立
場
を
考
え

れ
ば
治
水
の
た
め
の
ダ
ム
は

必
要
。

av長
浜
漁
協
と
肱
川
漁
協
が
反

対
し
て
い
る
が
、
解
決
策
は

あ
る
の
か
。

-
多
目
的
ダ
ム
か
ら
治
水
ダ
ム

に
変
わ
る
と
水
没
地
に
対
す

る
環
境
整
備
等
の
対
応
が
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
。

-
ク
マ
タ
カ
の
生
息
状
況
に
つ

い
て

.
清
流
の
復
活
と
ダ
ム
建
設
に

つ
い
て

⑫
町
全
体
説
明
会

〔
出
席
者
か
ら
の
質
疑
等
〕

-
湖
水
の
水
質
悪
化
と
悪
臭
、

ヘ
ド
ロ
の
蓄
積
で
い
い
こ
と

は
何
も
な
い
。
治
水
の
た
め

の
ダ
ム
は
不
要
。
ダ
ム
計
画

が
規
模
縮
小
さ
れ
た
が
治
水

効
果
は
あ
る
の
か
。

-
県
道
付
替
道
路
計
画
で
鹿
野

川
の
街
の
中
の
現
道
改
良
案

と
ト
ン
ネ
ル
案
に
は
反
対

0

.
今
回
の
再
見
直
し
案
の
中
に

は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の
湖
面
利

用
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い

が
、
そ
の
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

av鹿
野
川
ダ
ム
の
環
境
対
策
観

察
用
浮
き
島
に
つ
い
て

.
町
長
の
発
言
問
題
に
つ
い
て

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

流
域
協
議
会
で
は
流
域
市
町

村
の
住
民
説
明
会
終
了
後
、
公

聴
会
を
開
催
し
て
反
対
意
見
と

賛
成
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
聴
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

識
経
験
者
を
招
い
て
の
勉
強
会

も
開
催
し
ま
す
。

こ
の
後
、
流
域
各
市
町
村
で

は
住
民
の
意
見
を
集
約
し
た
上

で
、
再
見
直
し
案
を
承
認
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
各
流
域
市

町
村
議
会
で
検
討
協
議
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、

7
月
上
旬
に
は

流
域
協
議
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
こ
で
さ
ら
に
協
議
が
な

さ
れ
、
修
正
す
べ
き
事
項
は
修

正
し
た
後
、
再
見
直
し
案
を
承

認
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
決

定
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ

7
月
末

に
開
催
予
定
の
国
土
交
通
省
四

国
地
方
整
備
局
の
事
業
評
価
監

視
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、

最
終
決
定
が
下
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。



...山鳥坂ダム再構築計画案 m・
(1) 目標

肱川の安全安心の確保と清流の復活を目指すため、 20~30年間で整備すべき、当面の目標は次
のとおりです。

!再構築計画案の目標 ① 戦後最大洪水規模に対しての安全安心の確保を目指します。

② かつてのようなきれいな流れ、自然な流れの回復を目指します。

(2)整備すべき内容

0堤防等の河川改修を進め、無堤部や越流堤を解消します。

O山鳥坂ダムを建設します。

0鹿野川ダムは改造し、全て洪水調節と清流の復活を目指すために使います。

O鹿野川ダムの発電は従属発電とします。

0鹿野川ダム・山鳥坂ダムは、上流の野村ダムとともに一元的な管理を行い、最大の効果を発揮

させます。

01年の半分はかつてのような自然な流れを回復します。

0渇水の時でも、夏期6.5m3/s、冬期5.5m3/sの流量を確保します。

-例えば平成 6年では、夏期6.5m3/s、冬期5.5m3/sを下回った日は、延べ29日でしたが、ダム完

成後は渇水時にも維持流量が確保され、解消されることになります。

ダム諸元 (見直し案※1との対比)

0鹿野川ダム

O山鳥坂ダム

-見直し案と同じ

[見直し案】

EL.178.0 V=4，080万m3

H=ム17m

洪水調節容量 1，400 

利水容量 2，510 

H=103m 

ーーーー・ーーーー圃・ーーー_J 

堆砂容量 170 I 

EL.58.0 

【再構築計画案}

V=2，490万m3

司

-a
・・

洪水調節容量 1，400 : 

4------

• • 

河川環境容量※2 920 : 

堆砂容量 170 

※ 1見直し案:平 成13年5月17日に公表した案

※ 2河川環境容量:河川環境の保全を目的として維持流量等を確保するために必要な容量

想定される夕、ム概算事業費

鹿野川ダム改造

約300億円

山鳥坂ダム建設

約850億円

計

約1，150億円

(国土交通省四園地方整備局発行資料より抜粋)
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~中津・予子林・月野尾コース~
位置ヨ=・

昨
年
の
叩
月
か
ら
健
康
行

き
パ
ス
の
運
行
が
始
ま
っ
て

8
力
月
、
か
過
ぎ
ま
し
た
。

高
齢
者
に
と
っ
て
こ
の
パ

ス
は
、
通
院
、
買
い
物
、
温

泉
に
と
そ
れ
ぞ
れ
有
効
に
利

用
さ
れ
、
今
で
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
生
活
の
一
部
と
し

て
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

毎
週
木
曜
日
は
、
「
中
津

予
子
林

・
月
野
尾
コ
ー
ス
」

利
用
者
が
一
番
多
い
こ
の
コ

ー
ス
を

5
月
初
日
、
健
康
行

き
パ
ス
と
と
も
に
走
り
ま
し

た。一
ω一保
健
セ
ン
タ
ー
前
を

一広一

出
発
す
る
健
康
行
き
パ
ス

~ 

-砂

伊藤栄枝さん -和田冨子さん

安倍力オルさんが、乗車(藤野原)
(8:10 ) 

ヘ
oJ
門
田
ヤ
ス
コ
さ
ん
、

一叩一

富
永
ナ
ミ
エ
さ
ん
、

に
い
¥
富
永
ミ
ノ
ル
さ
ん
が
乗
車

(
一
口
盆
辺
)

~ 

0・
め

J

二
宮
登
さ
ん
、

一M
一大
野
幸
子
さ
ん
が
乗
車

G
L

(中
津
)

• 



IIJII (11 :20) 
の 月
便野
が尾
ま方
も面
な行
く き
発の
車帰
。り

ー
「問山}

安
倍
力
オ
ル
さ
ん
と

一
α
一
高
岡
ト
ヨ
子
さ
ん
が
下
車
。

ιv
「
今
白
は
4
人
か
ら
薬
を
頼

ま
れ
で
。
」
と
安
倍
さ
ん

(写
真
右
)

~ 

「
毎
週
、
リ
ハ
ビ
リ
と
薬
を

取
り
に
福
田
医
院
へ
。
リ
ハ

ヘ
ωJ
ビ
リ
を
す
る
と
楽
に
な
る
の

一同一

で
続
け
て
ま
す
o
」
と
藤
川

夕
、

龍
馬
さ
ん
。

(

写
真
中
央
)

「
雨
が
降
り
そ
う
な
の

訪
J

で
今
日
は
早
<
帰
っ
た

一切一

の
よ
、
大
洲
か
ら
」
と

f
屯

和
田
冨
子
さ
ん
が
下
車
。

合~ 
(10:50) 

利前堀
用でツ
し下ヤ
て苗コ
い ふさ
ま「ん
す通が
己院自

に宅

「バ
ス
停
か
ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
帰
っ

た
ら
1
時
間
ほ
ど
か
か
る
の
で
病
院

へ
ωJ
ヘ
行
っ
て
も
逆
に
疲
れ
て
い
た
け
ど
、

一切一

今
は
自
宅
近
く
ま
で
パ
ス
に
乗
れ
て

f
川、

助
か
り
ま
す
。」
と
大
野
幸
子
さ
ん
。

4 

• 、
帰りのパスを待つ利用者。「毎月、散髪

で利用します。」と三瀬丑夫さん(写真右)

~ ~ 

利用者を降ろして中津地区を後にする健康行きパス

こ
の
自
の
利
用
者
は

ω人
。
通
常
よ
り
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
山

田
天
洋
運
転
手
の
運
行

表
は
分
刻
み
で
し
た
。

翌
日
の
金
曜
日
は
、

上
森
山
・
正
山
コ
ー

ス
。
こ
の
コ
ー
ス
に
は

毎
週
、
温
泉
を
利
用
さ

れ
る
常
連
さ
ん
が
い
る

そ
う
で
す
。
日
歳
か
ら

は
温
泉
入
浴
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ eヨ診

健康行きパスの申込先} 保健センター 34-2340 
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総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱
を
受

け
活
躍
さ
れ
て
い
る
下
鹿
野
川
の
福
田
保
氏
(
万
歳
)

が
平
成
叫
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
勲
五
等
瑞
宝

章
を
受
章
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

5
月
叩
日
東
京
都

に
お
い
て
勲
記
友
び
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
氏
は
、
昭
和
白
年

4
月
、
行
政
管
理
庁
長
官

(
総
務
大
臣
)
か
ら
肱
川

町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
、
現
在
に
至

る
ま
で
お
年
問
、
ま
た
、

同
年
の
ロ
月
か
ら
は
心
配

ご
と
相
談
委
員
と
し
て
、

町
民
の
陰
の
力
と
な
っ

て
、
行
政
に
対
す
る
不
満

や
悩
み
、
心
配
ご
と
の
相

談
を
受
け
、
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
地
道
な
活

動
と
努
力
が
今
回
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

肱
川
町
に
と
り
ま
し
で

も
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
旅

高
知
市
の
日
曜
市
を
見
学

さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
発
足
か
ら
7
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。

7
人
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
で
は

別
人
の
会
員
と
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
も
今

回
で

6
回
目
で
す
。

こ
の
旅
は
、
高
齢
者
や
身

障
者
へ
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
交
流
と
親
睦
を
図
り

「
思
い
や
り
の
あ
る
、
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

今
回
は
、

5
月
問
日
に
実

施
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た

高
知
市
の
日
曜
市
を
見
学
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
身
体

の
不
自
由
な
方
や
、
高
齢
者

等
日
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

5

人
、
計
白
人
で
す
。

公
民
館
前
を
午
前
7
時

ω

分
に
出
発
、
日
吉
、
梼
原
、

須
崎
を
経
由
し
て
、
高
知
市

ヘ
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
、

四
国
八
十
八
ヶ
所
、

M
番
札

所
種
間
寺
を
参
拝
し
ま
し

た。
昼
ち
ょ
う
ど
に
高
知
市
内

ヘ
入
っ
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
ミ

ン
グ
良
く
、
食
堂
前
で
、
特

別
企
画
の
土
佐
の
よ
さ
こ
い

踊
り
の
披
露
が
あ
り
、
全
部

で
4
曲
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た。
よ
さ
こ
い
踊
り
を
凋
る
の

は
初
め
て
の
方
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
本
当
に
す
ば
ら

し
い
踊
り
で
、
一
緒
に
手
足

を
動
か
し
た
く
な
る
よ
う
な

踊
り
で
し
た
。
日
曜
市
見
学

前
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し

た。
数
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
沿
道
に
、
多
種
、

多
彩
な
出
庖
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。時

間
を
か
け
て
、
全
員
で

ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
ま
し
た
。

長
い
間
の
歩
行
で
し
た
が
、

誰
一
人
疲
れ
た
様
子
も
な

く
、
た
く
さ
ん
の
買
物
を
し

て
、
元
気
で
出
発
し
ま
し
た
。

帰
途
は
、
高
知
自
動
車
道
、

松
山
自
動
車
道
を
走
り
、
車

内
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

l
ム、

歌
ゲ
l
ム
、
歌
く
ら
べ
等
を

し
て
、
終
始
な
ご
や
か
で
、

楽
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
も
み
ん
な
元

気
で
会
い
ま
し
ょ
う
と
言
葉

を
交
わ
し
な
が
ら
、
無
事
帰

宅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高知城近く の駐車場で記念撮影



4
月
か
ら
肱
川
駐
在
所

に
世
任
さ
れ
た
光
宗
文
彦

所
長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

肱
川
駐
在
所

光
宗

文
彦
所
長

Q
出
身
地
は
?

松
山
市

Q
前
任
地
は
?

松
山
西
警
察
署

北
条
交
番

Q
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
?

野
球

Q
趣
味
や
特
技
は
?

釣
り
(
投
げ
釣
り
)

Q
今
後
の
抱
負
は
?

土
地
を
愛
し
、
人
を
愛

し
仕
事
を
愛
し
と
い
う
よ

う
に
地
域
に
と
け
こ
ん
だ

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

郡
老
連
会
長
に
中
居
喜
代
光
氏
就
任

平
成

U
年
度
の
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
の
総
会
が

4
月

中
に
、

5
月
日
日
に
は
、

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、

活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

事
業
計
画
予
算
等
が
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
に
は
、
次
の
方
た
ち

単位老人クラブ役員名簿

会 長 | 副 会 長 | 婦 人 部長

飛野虎 生 | 山 田 冨 一 | 上 由 美 代子

谷 元春

橋本好勝

岡 村 利 三

谷田重信

松田福一

森岡鶴男

クラブ名

正山

尾下ツズヱ

永田キミエ

藤井里見

東 松代

和気スエ子

重信

上甲 博

中居喜代光

山中美茂

城戸寿賀傍

沖永央

量刑一日

中

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、

健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
三

大
運
動
を
始
め
、
学
習
、

文
化
の
伝
承
等
い
ろ
ん
な

分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

5
月
日
日
に
大
洲
市
で

開
催
さ
れ
た
喜
多
郡
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
会
に

お
い
て
、
町
老
連
会
長
の

中
居
喜
代
光
氏
が
会
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
益
々
高
齢
者
パ

ワ
ー
を
結
集
し

て
、
活
力
あ
る
長

寿
社
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

関
係
各
位
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

肱川町老人クラブ
連合会役員名簿

職 名 氏 名

会長 中居喜代光

副会長 飛野虎生

監事 土 井豊城

1/ 森岡鶴男

大
駄
場
ふ
れ
あ
い
広
場
で
ゲ

l
ト
ボ
l
ル
大
会

第

8
回
鹿
野
川
し
ゃ
く
な

げ
ま
つ
り
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大

会
が

5
月

U
日
、
風
の
博
物

館
横
に
新
し
く
整
備
さ
れ
た

「
大
駄
場
ふ
れ
あ
い
広
場
」

で
行
わ
れ
、
町
内
外
合
わ
せ

て
弘
チ

l
ム、

2
1
1
人
が

参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
毎
年
、
丸
山

公
園
に
し
ゃ
く
な
げ
が
咲
き

誇
る
時
期
に
、
し
ゃ
く
な
げ

ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
愛
好
者

の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
当
初
予
定
し
て
い
た

4
月
口
日
が
雨
で
延
期
さ
れ

た
た
め
、
こ
の
日
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

ど
の
試
合
も
白
熱
し
た
プ
レ

ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
肱
川
チ

l
ム
の
皆
さ

ん
、
会
場
準
備
等
を
2
回
も

お
願
い
し
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

ゲートボール大会順位表

順位 チーム名 住所

優勝 宇和連合 宇和町

準優勝 八幡浜てやてや 八幡浜市

3 位 吉田オレンジB 吉田町

1/ 奈良川A 広見町

見はらしのよい会場で開会式

71広報ひじかわ 231号

ねらいを定めてナイススパーク



行
政
も

家
族
と
と
も
に

肱
川
町
そ
よ
風
の
会
(
精

神
障
害
者
家
族
会
)
は
5
月

お
目
、
新
居
浜
市
に
施
設
見

学
に
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

五
十
崎
町
家
族
会
、
河
辺
村

家
族
会
の
合
同
の
会
で
役
場

職
員
、
病
院
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
、
保
健
師
等
を
合
わ
せ
総

勢
加
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
は
、
精
神
障
害

者
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
が
地
域
に
数
多
く

あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
た
め
、
か
ね

て
か
ら
の
施
設
見
学
の
希
望

が
や
っ
と
実
現
。

ま
ご
こ
ろ
の
会

ま
ず
、
精
神
障
害
者
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
ご
こ
ろ

の
会
」
を
見
学
。
こ
こ
は

「
生
活
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
や
因
っ
た
こ
と
を
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
。
」
こ
ん
な
時
活

用
す
る
所
℃
す
。
電
話
や
面

接
で
、
日
常
生
活
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
の
相
談
に
応
じ

て
も
ら
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り

と
く
つ
ろ
げ
る
部
屋
が
あ

り
、
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
の
人
と
の
受
流
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
の
利
用
者
は
、

登
録
制
で
現
在

1
2
0人
の

方
、が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

5

人
の
職
員
、が
相
談
等
に
応
じ

て
お
ら
れ
ま
す
。
夜
間
も
含

め
、
包
時
間
相
談
で
き
る
と

い
う
こ
と
、が
、
障
害
者
の
方

に
と
っ
て
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
ま
す
。

共

同

作

業

所

続
い
て
、
精
神
障
害
者
共

同
作
業
所
を
見
学
し
ま
し

た
ま
ず
、
作
業
所
の
収
入
源

の
7
割
を
占
め
る
と
い
う
廃

油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
る

「
み
か
ん
石
け
ん
」
の
作
業

所
を
見
学
し
ま
し
た
。
小
学

校
の
給
食
の
廃
油
を
回
収

し
、
月
3
0
0個
(
)
5
0
0

0
個
製
造
し
て
い
ま
す
。
フ

ジ
や
コ
ー
プ
え
ひ
め
等
の
市

場
に
出
す
ま
で
に
は
形
・
ス

テ
ッ
カ
ー

-
ラ
ツ
ピ
ン
グ
に すのこで 2週間乾燥します

つ
い
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
の
方
と
の
話
し
合
い
を

何
度
も
重
ね
た
そ
う
で
す
。

ま
た
隣
の
作
業
所
で
は
、

水
切
り
ゴ
ミ
袋
の
袋
詰
め
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

不
況
で
時
給

1
2
0
円
が

1

0
0
円
に
ダ
ウ
ン
し
た
た
め

販
路
拡
大
に
向
け
て
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
(
ス
ポ
ー

ツ

・
食
事
会

・
季
節
の
行

事
)
・

研
修
旅
行

・
支
流
会

の
参
加

・
地
域
安
流
(
イ
ベ

ン
ト

・
行
事

・
バ
ザ
ー
な
ど

へ
の
参
加
)
・

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
が
あ
り
メ
ン
バ
ー
の

多
く
は
作
業
所
に
出
る
こ
と

で
「
生
活
の
中
に
楽
し
み
が

で
き
た
。
」
と
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

五
十
崎
町
で
は
平
成
凶
年

度
に
作
業
所
を
建
設
予
定
で

す
。
大
洲
市

・
喜
多
郡
で
は

広
域
で
平
成
情
年
度
か
ら
、

精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
目
指
し

て
現
在
関
係
者
の
闘
で
協
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
障
害

者
も
行
政
も
対
等
の
立
場
で

施
設
の
運
営
に
取
り
組
む
こ

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
障
害
者
に
と

っ
て
自
分
の
町
が
住
み
よ
く

な
る
よ
う
私
た
ち
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

でき上がった廃油石けん

手肌にやさしく
汚れに強い1

• 
d 、ー
廃油リサイクル石けん

衣類の頑固なドロアカ汚れやー f 

食器、台所用品の油汚れなどγ:ti7
様々な用途に対応する自然 o{..~ノ
にやさしい石けんです。 Oq:

o 

無香料・無着色・無蛍光
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ぼくは 、やんちゃなりょうへいです。

ピヨピヨの毛布とクマさんのぬいぐるみ ‘ 
とたくさんのミニカーが大好きなんだ 呼
よ。それさえあれば、ぼくは安心なんだ。

うちに来れば見せてあげるよ!

ー 父一也さん・母真由美さん ・:
日目叫・・‘......・6・叫・...，…・…・・....禽/-hJ・.2...------u.ゑ J

わが家のアイドル

こうの りょうへい

: 河野涼平ちゃん
~ (上鹿野川)

.: 平成11年11月8日生
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予
子
林
小
学
校

・
幼
稚
園

の
児
童
と
園
児
、
教
職
員
引

人
が
5
月
お
目
、
歌
麿
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
目
、

遠
足
を
兼
ね
て
予
子
林
小
学

校
か
ら
歩
い
て
き
た
子
ど
も

た
ち
は
、
歌
麿
館
職
員
の
説

明
を
受
け
、
ス
タ
ン
プ
体
験

な
ど
を
し
て
浮
世
絵
の
世
界

を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日

の
感
想
を

2
年
生
は
作
文

で
、
ー
年
生
は
絵
日
記
で
寄

せ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
ー

年
生
の
絵
日
記
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

予子林小学校八・幼稚園

通刊暗号す#
脅す官。
氏~二ご

lδきだj$¥5き
うたまろかんで、スタン

プをおしたのがたのしか
ったです。

δfせ討さき
きょう、うたまろかん

にいってはがきのはんこ
でおしたのがおもしろか
ったです。

15り55力、あり
きょうは、かぜはくま

でえんそくにいきました。
はがきのはんこがおもし
ろかったです。

一判
官

轡
管

編
幽
ム
uv

otご〉いれんと
ばんとくさん、うたまろか

んをけんがくさしてくれてあ

リがとうございました。また

きます。 (いえがちかいので。 )

lf JEf--
，i~μ旦ヰl\J0

ちりあガ窃すさ
どらごんが、といれで

あたまをふまれているの
がおもしろかった。
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第
回
目
県
高
校
総
体
空
手
組
手
で
優
勝

(
愛
媛
新
聞
社
提
供
)

6
月

2
日
、
第
日
田
県
高

校
総
合
体
育
大
会
が
行
わ

れ
、
宮
田
工
さ
ん
(
柳
)
が

空
手
道
の
個
人
組
子
で
優
勝

、し
ま
し
た
。
川
之
江
高
校
3

喜
多
郡
中
学
校
総
体

肱
川
中
、

内
子
町
三
五
十
崎
町
を
会

場
に

6
月
4
j
5
日
、
喜
多

郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
。

団 ソ
体 フ
戦 ト

ア

肱肱肱 ニ
川川川 ス
223男
I I I子
010 
河内長 優
辺子浜 勝

個
人
戦

優

勝

準
優
勝

内山
田下

宮 片
岡山
Jミ'̂ '

アア 工さん

年
生
の
宮
田
さ
ん
は
主
将
と

し
て
団
体
組
子
で
も
同
校
を

2
年
ぶ
り

4
度
目
の
優
勝
に

導
き
ま
し
た
。

8
月
に
茨
城
県
で
行
わ
れ

る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
健
闘

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮田

団 ソ
体 フ ふ
戦 ト フ

ァ :.a:.
肱肱 ニ 4:
川川 ス U

1 3女好
I I 子 同
2 0準 C笠
長内 優 μ貝
浜子 勝

個
人
戦

優

勝

富

永

・

高

田

ぺ

ア

第

4
位

山

内

・

河

野

ペ

ア

野

球

準

優

勝

2
回

戦

肱

川

9
1
7
長
浜

決

勝

肱

川

0
1
4五
十
崎

バ
レ
i

予
選
リ
I
グ

肱
川

0
|
2
大
瀬

肱
川

2
1
0
長
浜

肱
川
町
議
会
臨
時
会

が

4
月
お
日
開
か
れ
、

次
の
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

。
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

。
肱
川
町
吏
員
懲
戒
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

E予開地Eイベべ.ン卜トt儲(瑚 | 
どろんこ祭り

oとき ワ月7日(日)

oところ 三嶋神社神田

城川町

求職者の皆さんへ

大洲・喜多地区
合同就職面接会のご案内

内子夏まつり

oとき 7月14日(日)

~15 日(月)
内子町

企業と求職者の皆さんが一堂に会して自由に面
接できる合同面接会が開催されます。お気軽にご
参加下さい。

本町通

ちりめんまつり

oとき 7月中旬

。ところ 川之浜東脇公園

。ところ

瀬戸町

記

平成14年7月10日(水) 午後2時-4時
大洲市総合福祉センタ-4F大ホール
新卒、一般、臨時、パート

※年齢‘.性別は問いません

[持参するもの] 履歴書・筆記用具

日時
場所

対象者
水天宮花火大会

。とき 7月21日(日)

。ところ 肱川如法寺河原
大洲市

-複数の面接を希望される方は履歴書のコピーが
必要です。

元気わくわく夏祭り

oとき 7月21日(日)

。ところ 小田川河川敷親水ゾーン く問い合わせ先〉

大洲商工会議所 ft (0893) 24ー 4111

五十崎町



正
山
簡
易
局
閉
鎖

親
し
く
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
正
山
簡
易
局
が

平
成

U
年
4
月
1
日
か
ら

閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
ご
支
援
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た。

ト矧完評議おご案内
新規に免許を取得する者対象者

狩猟法規・鳥獣判別 ・猟具取扱い

受講料 7，500円

(狩猟読本及び試験例題集を含む)

講習内容

申込方法

受講を希望する方は、講習日の 5日前ま

でに各地区猟友会へ申込んでくださt'~。

当日受付は行いません。 涼しい夏だよりは

“かもめ~る"で!か宅~b)-る ( J ) 申込先・問い合わせ先

産業課 (肱川町猟友会)ft34-2311 

今
年
は

6
月
3
日
側
か
ら
発
売
と
な
っ

て
い
ま
す
。

暑
い
時
季
の
涼
し
い
夏
だ
よ
り
は
受
け

取
れ
ば
嬉
し
い
も
の。

大
切
な
あ
の
人
へ
お
客
さ
ま

へ
お
気
に

入
り
の
図
柄
で
夏
、
だ
よ
り
を
あ
な
た
も
送

り
ま
せ
ん
か
。

※
パ
ソ
コ
ン
用
の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
も

販
売
し
て
い
ま
す。

かを~b)-る ( 2 )

書

日 時 t易 所 T E L 

7月7日(日) 新居浜市繁本町 (0897) 

9時30分から 新居浜市市民文化センター 33-2180 

7月14日(日)宇和町上松葉 (0894) 

9時30分から 宇和パーク会館 62-2211 

7月28日(日) 松山市北持田町 (089) 

9時30分から 県生活文化センター 933-1369 

川上支署

備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
?

土
砂
災
害
に
対
す
る
心
が
ま
え

今
年
も
ま
も
な
く
梅
雨
の

季
節
を
迎
え
ま
す
。

長
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
河
川
が
氾
濫
し
た
り
、

地
面
に
多
量
の
水
が
し
み
込

み、

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
、
大

き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

一
般
に
、
1
時
間
に
却
ミ

リ
以
上
ま
た
は
降
り
始
め
か

ら
1
0
0
ミ
リ
以
上
の
雨
が

降
り
続
く
と
、が
け
崩
れ
な
ど

の
危
険
性
、が
高
く
な
り
ま
す
。

梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
は
、

十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

土
砂
災
害
に

対
す
る
心
が
ま
え

①

谷
川
や
排
水
路
に
ゴ
ミ

な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
れ

ば
、
掃
除
を
し
て
お
く
。

②

斜
面
に
、
亀
裂
や
段
差

が
で
き
て
い
な
い
か
点
検

し
、
異
常
が
あ
れ
ば
役
場

や
消
防
署
に
連
絡
す
る
。

③

家
の
近
<
の
谷
川
な
ど

が
濁
っ
た
り
、
山
鳴
り
や

立
木
の
裂
け
る
よ
う
な
異

常
な
音
が
し
た
と
き
は
、

早
め
に
避
難
を
す
る
。

④

天
気
予
報
や
災
害
情
報

に
注
意
し
、
家
族
が
自
に

付
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

し
て
お
く。

11 I広報ひじかわ 231号



ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止
「

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

(
平
成
日
年
4
月
)
に
よ
り
、

ご
み
の
野
外
焼
却
(
野
焼
き
)

は

一
部
の
例
外
を
除
き
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
有
害

物
質
の
発
生
防
止
の
た
め
、

ド
ラ
ム
缶
や
空
き
地
で
の
焼

却
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
ご
み

や
事
業
系
の
一
般
廃
棄
物

は
、
法
の
基
準
に
適
合
し
た

焼
却
炉
以
外
で
の
焼
却
は
禁

止
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

た
だ
し
パ
次
の
①

i
④
の

場
合
に
限
り
例
外
と
し
て
、

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
震
災
・
風
水
害
・
火
災

な
ど
の
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た

め
に
必
要
な
廃
棄
物
(
災

害
時
に
お
け
る
木
く
ず
な

ど
)
の
焼
却

②
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗

教
上
の
行
事
(
ど
ん
ど
焼

き
)
な
ど
を
行
う
た
め
に

必
要
な
廃
棄
物
(
お
守

り

・
お
札
や
正
月
飾
り
な

ど
)
の
焼
却

③

農
業
・
林
業
・
漁
業
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な

い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

廃
棄
物
(
稲
わ
ら
、
伐
採

し
た
枝
な
ど
)
の
焼
却

※
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
マ

ル
チ
の
廃
ビ
ニ
ー
ル
の

焼
却
は
禁
止

④

た
き
《
な
ど
日
常
生
活

を
営
む
う
え
で
の
通
常
行

わ
れ
る
廃
棄
物
(
枯
れ
木

や
落
ち
葉
な
ど
)
の
焼
却

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

な
お
、
こ
れ
ら
を
焼
却
す

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
近
く

に
人
家
が
あ
る
場
合
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
当
日
の
風
向

き
や
様
々
な
状
況
を
考
え
、

周
囲
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
は
?

発
ガ
ン
性
物
質
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
は
、
も
の
が
燃
え

る
過
程
な
ど
で
発
生
し
、
特

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

く
ら
し
の
窓
口
課

環
境
衛
生
係

に
塩
素
系
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

燃
や
し
た
場
合
に
高
濃
度
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ト
ル
、

調
昧
料
の
容
器
な
ど
の
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
系
ご
み
や
ナ
イ
ロ

ン
系
ご
み
は
「
燃
え
る
ご
み

の
収
集
日
」
に
指
定
の
袋
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
ダ
メ
な
理
由
は

燃
焼
温
度
の
遣
い
!

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生

を
お
さ
え
る
た
め
に
は
、
内

山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
施
設
の
、
整
備
さ
れ
た

焼
却
施
設
で

8
0
0
度
以
上

の
高
温
で
焼
却
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
燃
焼
温
度
の

低
い

「た
き
火
」
な
ど
で
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
を
発
生
さ
せ

る
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身

が
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
安
全
で
快
適
な
生
活

を
送
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

が
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の

野
外
活
動
に

2002.6 112 

平
成
日
年
度
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成
事
業
を

導
入
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

野
外
活
動
を
楽
し
む
た
め
に

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
(
マ
ッ

ト
を
含
む
)
日
セ
ッ
ト
と
双

眼
鏡
別
個
を
整
備
し
ま
し

た
。
愛
護
班
活
動
な
ど
で
使

用
し
た
い
場
合
は
貸
し
出
し

ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご

利
用
く
、
だ
さ

Uターンフzア開催

首都圏に在住するUターン就職希望

者や来春卒業予定の大学生等を対象と

して、 Uターンフェアが開催されます。

野
外
活
動
用
の
テ
ン
ト
と
双
眼
鏡

0開催日時

平成14年7月27日(土)~7月 28 日(日)

10 : 00~ 16 : 00 

0開催場所

中野サンプラザ

東京都中野区中野 4-1-1

0問い合わせ先

愛媛労働局職業安定部職業対策課

ft(089) 941-2940 



第
科
目
愛
媛
県

し
い
た
け
共
進
会

5
月
M
日
、
松
山
市
に
あ

る
愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会

中
野
事
業
所
の
椎
茸
・
購
買

セ
ン
タ
ー
で
愛
媛
県
森
林
組

合
連
合
会
主
催
の

「え
ひ
め

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス
タ

2
0
0

2
」
、
つ

n

つ
い
て
愛
媛
県
・

愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
共

催
の

「第
叫
回
愛
媛
県
し
い

た
け
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
、

肱
川
町
か
ら
の
幻
人
を
含
め

県
下
全
域
か
ら
約

5
0
0
人

の
椎
茸
生
産
者
が
集
ま
っ
た
。

午
前
日
時
、
フ
ェ
ス
タ
開

会
式
の
中
で
林
業
功
労
者
、

優
良
素
材
、
製
材
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
肱
川
町
か
ら
は

協
生
部
落
の
宮
本
長
信
氏
の

ヒ
ノ
キ
枝
打
ち
材
が
入
賞
し

愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
長

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
日
時
か
ら
し
い
た
け

共
進
会
が
行
わ
れ
、
大
会
長

の
加
戸
守
行
県
知
事
の
あ
い

さ
つ
、
愛
媛
県
農
林
水
産
部

石
川
次
長
の
審
査
報
告
の
後

表
彰
式
に
移
り
、
特
選
物

4

6

7
点
、
箱
物
5
6
1
点
で

計

1
0
2
8
点
、
ほ
だ
木
育

成
の
部
位
点
の
出
品
の
内
、

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

た

3
人
の
生
産
者
を
は
じ

め
、
各
受
賞
者
に
賞
状
や
賞

品
が
贈
ら
れ
た
。
肱
川
町
か

ら
は

6
人
が
受
賞
さ
れ
、
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

-
県
森
連
会
長
賞

〈
特
選
物
の
部
〉
努
力
賞

土
居
哲
雄
氏
(
こ
う
こ
)

冨
永
和
夫
氏
(
ど
ん
こ
)

三
生
時
光
氏
(
こ
う
し
ん
)

〈
箱
物
の
部
〉
優
良
賞

西
本
資
久
氏
(
ど
ん
こ
)

西
本
繁
二
郎
氏
(
こ
う
こ
)

〈
ほ
だ
木
育
成
の
部
〉
優
良
賞

菅

野

初

男

氏

最
後
に
愛
媛
県
椎
茸
生
産

者
連
絡
協
議
会
・
神
西
会
長

か
ら

「国
産
原
木
乾
椎
茸
の

安
定
供
給
を
図
ろ
う
」

「
生
産
基
盤
を
充
実

さ
せ
高
品
質
椎
茸
を

生
産
し
よ
う
」

「国
産
原
木
乾
椎
茸

の
消
費
拡
大
を
推
進

し
よ
う
」

「原
産
地
表
示
の
徹

底
と
混
入
販
売
の
禁

止
を
求
め
よ
う
」

の
生
産
振
興
ス
ロ
ー

ガ
ン
提
言
が
あ
り
共

進
会
を
終
え
た
。

会
場
横
の
展
示
場

で
は
出
品
物
の
展
示

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た

が
、
中
で
も

2
万
円

の
単
価
が
つ
い
た
農

林
水
産
大
臣
賞
の

「こ

う
こ
」
に
人
が
群
が
っ

て
次
々
に
目
を
丸
め
、

た
め
息
を
つ
い
て
い

た
今
回
受
賞
さ
れ
た

6
名
の
皆
さ
ん
の
ご

努
力
に
対
し
て
敬
意

を
表
す
る
と
共
に
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

椎茸生産はクヌギ林造成から!

乾椎茸市況(松山椎茸市場)平成14年5月14日市

市売総数…… 1，465ケース 27，570kg 

平均単価…… 4，376円

銘柄 価 格 銘柄 価 格

大 厚 4，800- 6，900 どんこ大 6，000-15，000 

中 厚 4，500-20，000 どんこ中 4，600- 6，800 

厚 3，000-5，400 どんこ小 3，600- 4，200 

大ウス 3，200-15，000 大パレ 2，600-3，500 

中ウス 3，400- 6，300 中パレ 2，400-3，400 

小ウス 2，500- 4，800 小ノf レ 1，500- 1，800 

概況本年度の共進会市の相場は全般に強保合~

保合で推移。特に厚肉上物(こうこ、どんこ)

こうしん上物(中葉で軽めのもの)は強い。

小葉~ジャミ、パレ葉系は保合で、推移した。

優良材生産は直材づくりから!

県森連市況(大洲木市)平成14年5月27日市

l次
桧

長さ
直 曲り 直 曲り

14-16 10，000 5，300 21，900 15，000 

4m 18上2番 15，000 11，800 22，500 19，000 

24上2番 16，500 12，100 23，500 21，000 

14-16 11，200 6，000 22，200 18，600 

3m 18上 12，500 10，200 25，600 22，400 

24上 14，200 10，800 19，900 16，000 

14-16 17，000 13，500 40，000 30，500 
6m 

18上 18，000 14，000 36，700 33，900 

概況前回市に続き杉材は保合で推移、桧柱
材を中心に強保合となる。小径木は弱
保合。

131森林組合だより



五月宿れの下で少年スポーツ大会

キックベースポーJb&親子グラウンドゴルフ

少
年
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が

5
月

凶
日
、
町
民
運

動
場
で
午
前

8

時

ω分
か
ら
開

催

さ

れ

ま

し

た
。
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
大

会
に
は
、
町
内

小
学
校

4
1
6

年
の
児
童

6
チ

ー
ム

ω人
の
参

‘
加
が
あ
り
、
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
リ
ー
グ
戦

I ，8 

iソ戸 ア

試合開始「整列してくださいJ

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
試
合
が
始
ま
る
と
一

生
け
ん
め
い
に
プ
レ
ー
し
、

時
折
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
飛
び
出

す
な
ど
、
応
援
し
て
い
る
友

達
や
保
護
者
、
各
分
館
の
役

員
た
ち
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

同
級
生
や
他
の
学
校
の
友
達

と
の
交
流
を
よ
り
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
じ
め
て
実
施

さ
れ
た
親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
に
は
、

3
年
以
下

の
児
童
と
そ
の
父
母
な
ど

ω
高学年が年下のめんどうをみたり、

ルールを教えたりする姿もみられました

がんば‘って!J 「ぼくのお母さん

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
く
は
、
慣
れ
な

い
競
技
に
最
初
は
戸
惑
っ
て

い
る
よ
う
す
で
し
た
が
、
五

月
晴
れ
の
下
、
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
を
十
分
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ど

ち
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
も
た
い
へ

ん
好
評
で
し
た
。

優勝した Fチームの子どもたち

「よくがんばりました おめでとう!!J 

お1!!lOl学級2泊38周催f 

J!!1~八ナノl ヶp!i巡ILのø

年
2
回
予

定
し
て
い
る

四
国
八
十
八

ヶ
所
巡
礼
の

旅
前
期
が
終

わ
り
ま
し
た
。

第
時
期
お
四

国
学
級
は
、

4
月
日
日

i

u日
、
徳
島

県

8
番
札
所

熊
谷
寺
ほ
か

M
ヵ
寺
を
巡

り
ま
し
た

。

阿
波
の
三
大
難
所
の
ひ
と
つ

第
初
番
鶴
林
寺
に
て

伊
予
の
第
印
番
国
分
寺
に
て

今
回
の
申
込
者
日
人
の
中

に
は
初
め
て
と
い
う
人
が

多
く
、
各
自
法
衣
や
金
剛

杖
、
納
経
帳
な
ど
を
準
備

し
、
巡
拝
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
日
期
お
四
国
学

級
の

3
回
目
は

5
月
8
日

j

m
日
、
県
内
と
徳
島
方

面
必
番
札
所
大
宝
寺
ほ
か

幻
ヵ
寺
を
巡
り
ま
し
た
。

両
学
級
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
長
い
階
段
や
坂
道
な

ど
難
所
も
あ
り
ま
し
た

が
、
全
員
元
気
に

3
日
間

の
旅
を
す
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
回
は
今

秋
予
定
し
て
い
ま
す
。



自宅がキャンパス f放送大学j学生募集
放送大学はテレビ・ラジオを利用して授業を行う正規の大学です。

女視聴方法
・スカイパーフェクTV! (テレビ205ch・ラジオ500ch)全国放送中!
'CA百 T:放送大学の番組を放送しているCATV局(愛媛CA羽T(松山市)、

今治CATV、宇和島CATV、新居浜CATV、弓削町CATV、大洲
CATV、八西CATV)で視聴できます。

肱川町立図書館からの

お知らせ

[募集期間}
教養学部・大学院修士科目生

大学院修士全科生(平成15年度)

f教養学部]
学生の種類

全科履修生 (4年以上在学し、「学士(教養)Jの学位の取得を目指す学生)
選科履修生 (1年間在学し、希望する科目を履修する学生)
科目履修生 (1学期間 16か月」在学し、希望する科目を履修する学生)

特長
o 1学士(教養)Jの学位が取得できます。(全科履修生)
015歳以上であれば、誰でも入学でき、人文・社会・自然・産業等の幅広

い分野の科目(約300科目)から学べます。(選科・科目履修生)
0短期大学・専門学校などからも3年次編入学ができ ます。(全科履修生)
O入学試験はありません。

[大学院]
学生の種類

修士全科生(原則として2年間在学し、「修士(学術)Jの学位の取得を
目指す学生)

修士科目生(1学期間 16か月」在学し、自分の学習・研究したい科目
を選択して、 1科目から履修する学生)

平成14年 6月15日出~平成14年 8月15日(利
平成14年9月1日(日)一平成14年9月14日出

く〉返却箱を設置しました!! 

円一子になーす
…廿返町過ぎて)
いる本をみかけませんか

0図書館の外ヘ返却箱を設置しました

ので、気楽にご利用ください。

(設置時間午前9時~午後6時)

特長

o 1修士(学術)Jの学位が取得できます。入学者選考を行います。(修士全科生)
018歳以上であれば、誰でも入学できます。(修士科目生)

O総合文化・政策経営・教育開発・臨床心理の4つのプログラムの科目

から学べます。
O現職教員の方の専修免許状取得に利用できます。

女資料請求・お問い合わせ先

〒790-0826 愛媛県松山市文京町3番愛媛大学内
放送大学愛媛学習センター TEL 089-923-8544 FAX 089-923-8479 

放送大学ホームページ http://www.u-air.ac.jp/hp 
FAX情報サービス 043-211-8351 
フリーダイヤル 0120-864-600 

く〉図書館の休館日って、ご存じですか?

O日曜 ・祝-祭目、年末年始です。

O土曜日は開いています。

〈新刊i図書〉
-指輪物語 -翼はいつまでも

・リトルターン 流砂

-ザ-ジョー力一 ・半所有者

a世界がもし 1004の村だったら

首世界一簡単な英語の本

・三色ボールペン方、読む日本語

-常識として知っておきたい日本語

.声に出して読みたい日本語

続婚ーのすすあてしhしゴヲミ婦のつメーり方)

※県立図書も新しく入りました。

5
月
幻
日
で

臼
才
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の

年
ま
で
大
病
な

ど
し
た
こ
と
も

な
く
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
つ

い
最
近
足
に
は

げ
し
い
痛
み
が

き
て
入
院
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

骨
髄
炎
と
い
う
病
名
で
し

た。

2
、
3
日
と
は
げ
し
い

痛
み
と
熱
に
悩
ま
さ
れ
ま
し

た
が
、
抗
生
剤
の
投
与
に
よ

っ
て

5
日
目
位
か
ら
少
し
痛

み
も
和
ら
ぎ
看
護
婦
さ
ん
相

手
に
冗
談
も
言
え
る
ぐ
ら
い

に
な
っ
た
時
、
退
屈
し
の
ぎ

に
見
た
雑
誌
に
、
あ
る
開
業

医
の
先
生
が
「
病
気
は
自
分

本
人
が
な
お
す
も
の
で
あ

る
」
医
者
は
あ
く
ま
で
も
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
す
ぎ
な
い
。

助
言
は
し
て
も
薬
や
医
者
だ

け
で
病
気
は
な
お
る
も
の
で

は
な
い
。
本
人
の
良
く
な
ろ

う
と
す
る
心
が
け
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
書
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

私
は
ず
ー
っ
と
昔
に
な
り

ゆファインダー

ま
す
が
学
校
に
行
く
の
が
い

や
で
、
お
な
か
が
痛
い
と
う

そ
を
い
っ
て
学
校
を
休
み
ま

し
た
。
痛
い
痛
い
と
言
っ
て

い
る
と
本
当
に
痛
く
な
っ
た

事
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
で
は
家
の
事

が
気
に
な
っ
て
し
か
た
が
あ

り
ま
せ
ん
。
少
々
痛
み
は
あ

り
ま
す
が
、
医
者
の
前
で
は

「
痛
み
は
な
く
な
り
ま
し
た

早
く
退
院
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
」
医
者
は
首
を
か
し
げ

な
が
ら
「
ま
だ

2
、
3
日
は

治
療
を
続
け
た
ほ
う
が
良

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が

強
引
に

9
日
間
の
入
院
に
終

わ
り
を
つ
げ
ま
し
た
。
通
院

し
な
が
ら
自
宅
療
養
に
よ
っ

て
日
に
日
に
快
復
に
向
か
っ

て
お
り
ま
す
。

自
分
の
気
の
持
ち
方
に
よ

っ
て
は
何
事
に
お
い
て
も
良

き
方
に
向
か
う
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
植
物
も
動
物
も
生

き
も
の
は
自
分
自
身
の
中
に

悪
く
な
れ
ば
治
そ
う
と
す
る

カ
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
も

先
生
は
書
い
て
お
ら
れ
ま
し

た。

15 I公民館報



園
回
悶
圏
悶
困
悶

置
援
四
川
m
川
明
大
会

盛
大
区
団
置
き
お
る

5
月
吃
白
川
明
、
鹿
野
川
川
柳
大
会
が
午
前
叩
時

か
ら
肱
川
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
早
朝
よ
り
県
下
各
地
か
ら
川
柳
愛
好
者
な
ど

1
1
1
人
の
参
加
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
和
や
か
に

そ
し
て
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
題
の
秀
旬
、

成
績
は
標
記
の
と
お
り
。

秀

旬

天地人

「
好
き
」
金
子
す
す
む
選

思
う
査
に
夜
ま
っ
て
あ
げ
る
好
き
だ
か
ら
よ
し
み

愛
ど
噌
あ
な
た
好
み
の
彩
に
染
む
さ
か
え

好
き
と
書
く
白
紙
へ
何
も
迷
わ
な
い
俊
正

天地人

「

声

」

西

由

美

恵

子

選

耳
、
ざ
わ
り
良
い
声
だ
っ
た
好
き
だ
っ
た

拳
か
ら
握
り
つ
ぶ
し
た
声
、
が
漏
れ

末
席
の
声
、
が
正
論
か
も
知
れ
ぬ

甫宏大

天地人

「
軽
い
」
月
原
つ
く
し
選

軽
石
の
浮
い
て
も
石
の
白
負
を
も
っ
天
涯

軽
い
嫉
郊
で
女
は
愛
を
た
し
か
め
る
鶴
子

軽
く
令
わ
す
両
手
の
中
に
生
き
る
道
十
糸
子 奉臣升

天地人

「

笛

」

上

甲

満

男

選

機
関
士
の
恋
は
汽
笛
で
育
ま
れ

政
治
不
信
の
警
笛
い
ま
だ
鳴
リ
止
ま
、
ず

指
笛
で
呼
ぶ
ど
愛
犬
誌
に
な
る

イミ甫波

茂菊丹

天地人

「

だ

け

」

妻

鳥

定

造

選

、
穴
だ
け
の
軍
手
に
言
お
う
あ
リ
が
ど
う

正
義
制
感
だ
け
で
は
橋
、
が
渡
れ
な
い

転
ぶ
だ
け
転
ん
で
石
も
丸
く
な
る

み
つ
子

俊

正

茂

夫

天地人

「
も
う
」
橋
回
目
久
朗
選

も
う
一
度
逢
い
た
い
人
に
し
て
別
れ
遊
月

も
う
一
度
下
駄
の
鼻
緒
を
す
げ
か
え
る
す
、
ず
子

も
う
鉄
代
わ
リ
に
な
ら
ぬ
糸
切
リ
歯
茂
代

天地人

「

命

」

塩

見

草

映

選

ド
ナ
ー
カ
ー
ド
命
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
美
恵
子

セ
ロ
ハ
ン
に
花
の
命
は
包
ま
れ
る
美
保
子

ひ
ど
は
け
の
雲
ど
命
の
話
す
る
す
ず
子

特
別
課
題
「
タ
ム
」
宮
尾
み
の
り
選

人
物
八
?
か
リ
よ
く
て
貸
し
い
村
に
ダ
ム
和

地

黒

部

ダ

ム

あ

の

頃

日

本

活

火

山

錬

天
思
警
の
彼
方
に
ダ
ム
が
満
ち
て
い
る
丹

成

績

1
位

3
位

5
位

7
位

9
位

高

畑

俊

三

合

回

遊

月

平

井

丹

波

渡
辺
す
ず
子

宮
尾
み
の
り

2
位

4
位

6
位

8
位

日
位

渡

辺

南

奉

西
村
美
保
子

山

本

毅

井
原
み
つ
子

高

橋

鬼

川

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

子波

お
昼
の
給
食
を
食
べ
て
し
ば

ら
く
す
る
と
幼
稚
園
か
ら

6
人

の
子
ど
も
達
が
や
っ
て
く
る
。

「
校
長
先
生
、
さ
よ
う
な
ら
」

と
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
る
。
そ
の
後
、
今
度
は

1
年
生
が
や
っ
て
き
て
、
ま
た

同
じ
よ
う
に
あ
い
さ
つ
を
し
て

帰
っ
て
行
く
。
こ
の
時
の
幸
福

感
は
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
は

難
し
い
、
が
、
人
と
し
て
、
し
ば

ら
く
忘
れ
て
い
た
幸
福
感
で
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

私
が
子
ど
も
の
頃
、
ま
だ
戦

争
が
終
わ
っ
て
何
年
も
た
つ
て

な
い
頃
で
あ
る
が
、
戦
後
の
荒

廃
し
た
社
会
の
中
で
私
の
両
親

を
含
め
、
大
人
達
は
懸
命
に
働

き
、
私
達
の
未
来
と
幸
福
を
約

束
し
て
く
れ
た
。
今
度
は
私
達

の
番
で
あ
る
が
、
私
達
が
子
ど

も
の
頃
、
大
人
が
残
そ
う
と
し

た
幸
福
の
基
準
は
「
戦
争
が
な

く
、
腹
一
杯
食
べ
れ
る
世
の
中
」

と
い
う
単
純
で
あ
る
が
非
常
に

明
解
な
未
来
の
姿
で
あ
っ
た
と

思
う
。
戦
争
の
危
険
性
も
少
な

く、

腹
一
杯
が
幸
福
の
価
値
基

準
で
な
く
な
っ
た
今
、
私
達
大

大
谷
小
学
校

井
上

et 
フE

校
長

人
が
子
ど
も
達
の
未
来
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
社
会
を
残
せ
ば
よ

い
の
か
、
価
値
観
が
多
様
化
す

る
中
で
、
と
て
も
難
し
い
こ
と

で
あ
る
が
、
ど
ん
な
に
社
会
が

変
化
し
、
価
値
観
が
多
様
化
し

て
も
絶
対
に
残
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
、
そ
れ
は
「
人
間

の
尊
厳
」
で
あ
る
と
思
う
。

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
は

日
本
国
憲
法
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
る
が
、
人
が
人
と
し
て

当
然
持
っ
て
い
る
権
利
が
侵
害

さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
枚

挙
に
い
と
ま
、
が
な
い
。
「
弱
肉

強
食
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
な
ど

で
、
人
間
の
社
会
で
も
弱
肉
強

食
は
当
然
と
い
う
論
を
よ
く
耳

に
す
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と

も
人
閣
の
社
会
だ
け
は
そ
う
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
人

聞
が
人
と
し
て
生
を
受
け
た
以

上
、〈
王
て
の
人
聞
が
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
、

こ
れ
が
私
達
大
人
が
子
ど
も
達

の
た
め
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
未
来
の
姿
で
あ
る
と
思

~つ。



風をおこして~

-
今
月
の
お
知
ら
せ
・

O
平
成
叫
年
度

青
年
団
新
役
員
発
表
日

今
年
度
は
こ
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

O
新
団
長
あ
い
さ
つ

白
岩
友
和
さ
ん
に
今
年
度

の
い
き
ご
み
を
聞
き
ま
し
た
。

O
今
年
度
の

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

大
塚
理
恵
さ
ん
・
智
葉
寿

美
恵
さ
ん

・
山
田
典
弘
さ
ん

の
3
人
で
す
。

「ーーーーーーー四ーーーーー回目白ーーーーー四回ーーーーーーーーーーーーーーーー四回目-，

平成14年度

青年団霜役員発表!!

団 長 白岩友和

団 長 中川直美

事務局長 松森智治

，て会E王』 計 徳本真由美

広報部長 宮田 光

井脇清美

広報部員
大塚理恵

智葉寿美恵

山田典弘

工臣ロとユ 査 貝
山本 男

金田大輔

郡副団長 沖野恵一

新
団
長
あ
い
さ
つ

円

MエA
T

長
友

団

山一相白

平
成
凶
年
度
の
青
年
団
長
を

務
め
る
事
と
な
り
ま
し
た
白
岩

で
す
。
今
固
で
2
回
目
の
団
長

就
任
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
経
験
不
足
で
役
員
の
方
々
の

足
を
引
っ
ぱ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

近
年
の
喜
多
郡
内
の
そ
れ
ぞ

れ
の
青
年
団
は
、
入
団
人
数
が

減
少
し
、
青
年
団
活
動
が
で
き

な
く
な
っ
た
町
村
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
肱
川
町
青
年
団
は
毎

年
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
紹
介
が
で

き
る
の
で
、
す
ご
く
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

若
い
力
で
今
ま
で
以
上
に
楽
し

く
、
明
る
く
、
活
気
の
あ
る
青

年
固
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
青
年
団
へ
の
入
団

希
望
の
方
、
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒

に
若
者
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 ーー四ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」

平
成
一
同
年
度

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
紹
介理恵大塚

4
月
か
ら
、
ぽ
っ
ぽ
園
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

大
塚
理
恵
で
す
。
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
青
年
団
の
活
動
で

も
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

智葉寿美恵

は
じ
め
ま
し
て
。

4
月
か

ら
正
山
幼
稚
園
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
智
葉
で

す
。
幼
稚
園
で
は
明
る
く
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち

と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。
青
年
団
で
は
広
報
部
員

と
し
て
活
動
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
の
事
ば
か

り
で
す
が
精
一
杯
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

L

，鰍
'ぬ

‘岨

こ
ん
に
ち
は
。
本
年
度
か

ら
役
場
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
山
田
で
す
。

青
年
団
で
は
広
報
部
員
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
青
年
団
の
一
員
と

し
て
、
各
種
行
事
に
も
参
加

し
て
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
昨
年
度
第
1
回
目

の
A
S
U
K
A
で
し
た
が
、

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か。
青
年
団
も
新
メ
ン
バ
ー

が
加
わ
り
新
た
な
気
持
ち

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

A
S
U
K
A
も
広
報
部

員
み
ん
な
で
よ
り
よ
い
も

の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

で
は
次
号
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。
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理
事
会

-
評
議
員
会
開
催

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
会
・
評
議
員
会
が

5
月

ω日
、
肱
川
町
保
健
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
平
成
日
年

度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

の
審
議
が
行
わ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

任
期
満
了
に
よ
る
会
長
・
副

会
長
の
選
任
、
理
事
及
び
監

事
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
会
長
に
和
気
邦
嗣
氏
、

副
会
長
に
山
下
博
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
評
議
員
に
つ
い
て
も

異
動
に
よ
る

3
人
の
方
が
新

評
議
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
理
事
及
び
評
議
員
の

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

社
協
は
、
地
域
福
祉
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
地
域
福
祉

の
向
上
を
一
層
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

副会 2
..6. :}問
':z;;;' r沼署

長長 草

山白大中三畦冨片渡久山和
保

田岩野居瀬崎永山 j墨田下気

多B

ヰ
同
町

口
阿
川博

仁

之
弘

務

政

治

武

雄
和

男

次

男

喜
代
光

立

志

友

和

美
智
子

芳志

〔
監
血

事〕

山

崎

這

谷

本

基

子

(
任
期
平
成
U
年
6
月
1
日

i
vm
年
5
月
紅
白
)

〔
評
議
員
〕

金

井

碩

井

上

完

二

谷

田

善

和

(
任
期
平
成
U
年

5
月

ω日

ー
日
年
5
月
お
日
)

平成13年度
社会福祉協議会決算額
.一般会計

収 入 10，181，689同

支出 9，852，047円

・心配ごと椙談会計

収入 193，016同

支出 158，965円

・貸付金会計

収 入 1，008，8ワ5円

支出 250，000円

・まごころ金庫会計

収 入 10，498，291同

支出 2，219，137円

no 

凋
汁

E
E
E

R
u
 

nζ nυ n
u
 

nζ 

平成14年心配ごと相談担当者及び日程表

(7月--12月)

相談日 担当者 相談日 担当者

7月5日幽
福田 保

7月22日(月)
山 本節 子

山本百千恵 小山英雄

8月5日(月)
福田 保

8月20日(刈
玉井 清

冨永 武 治 谷本基子

9月5日(木)
福田 保

9月20日働
谷田善和

菅野桂子 コ井久美子

10月7日(月)
福田 保

10月21日伺)
山下 博

兵 頭 注 行 冨永武治

11月5日ω 福田 保
11月20目。ω

角田和二

寺 岡春江 小山英雄

12月5日(対
福田 保

12月20日制
山本節子

山本百千恵 兵頭 注 行



マga@abヨ~~r;;;.込
保健衛生 保健センター ft34-2340 7月の当直医

種別 日(曜) 行 事

1 (月)リハビリ教室

成 15伺)健 康 相 日災

健康づくり料理教室
17 (7，/<) 

人 健 康 相 5炎

19⑥ 

保
ト一一一一一一一 健 康 相 面炎

22伺)

健
結核レントゲン検診23ω 
成人病検診胃がん検

24 (水)診大腸がん検診

精神 31 (水)精神保健家族教室 (そよ風の会)

その他 25 (柄 親子生活習慣病予防教室

燃やせないごみ

【収集日]7月15日(月)
*前日までに指定の場所ヘ

【収集地区]

小畑井萩野尾汗生

肱栄小薮大手日

中野鹿野 川

大谷地区

古紙収集日

7月19日(金)

*朝 7時までに

指定の場所へ

犬の引取日

7月2日(火)• 16日(火)
30日(火)

*朝 9時までに役場へ連れ

てきてくださし ¥0

191広報ひじかわ 231号

場 、所 日寺 間 日(躍) 病院 名 電話番号

肱川町公民館 10 : 00-----16 : 00 7 (日)岡本耳量科医院 24-3752 

羽座谷集会所 9 : 30-----10 : 20 
一 祖母井医院 24-3756 

中居谷集会所 10 : 40-----11 : 30 14 (日)
菊池内科医院 52-0209 

10 : 00-----13 : 00 
中津集会所

12 : 30-----13 : 00 
20出 沢井耳鼻科医院 24-2510 

郷集会所 9 : 30-----10 : 20 般 21 (日)沢井小児科医院 24-7530 

予子林公民館 10 : 40-----Q 1 : 30 28 (日)亀井小児科医院 24-3757 

正山公民館 9 : 30-----10 : 20 月火 市立大効1¥1病院 24-2151 

山槌集会所 10 : 40-----11 : 30 救 水 力日戸病院 24-5101 

保健センター 8 : 30-----10 : 30 急 木 大別|記念病院 25-2022 

保健センタ- 9 : 30-----11 : 30 
金~日 大別|中央病院 24-4551 

中野小学 校 13: 30-----14: 00 
*一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけくださ ¥"0

行事予定表

2り心農業委員選挙告示

2 りり町内グラウンドゴルフ大会

2 りりおとまり保育 (~3日 )

7 (日)消防夏季訓練

13は)手話教室支流会

19 (j釦定例部落長会

19⑥町立学校1学期終業式

29 (月)町税等出張受入れ

行政相談

[日時]

7月5日(金)

午後 1 時30分~4時30分

[場所]公民館青年室

[相談員]福田 保

心配ごと相談

7月5日(金)

【相談員}福田 保-山本百千恵

7月22日(月)

【相談員]山本節子・小山英雄

[時間]午後 1時30分"-'4時30分

{場所]公民館青年室

社会保険一日出張椙談所

大効1¥1商工会議所

7月4日(木).23日(火)

内子町商工会

ワ月5日(金).24日(水)

慶弔

. おすこやかに .

5/2 熊野幹大ちゃん(道野尾)

5/11 畦田星花ちゃん(萩野尾)

5/22 藤原優之臣ちゃん(中居谷)

5/24 寺岡優香ちゃん(中野)

. おしあわせに .

(二宮孝志さん(小 薮)

近藤さおりさん(上鹿野川)



、.，司，

今
月
の
板
書

色J包巴

宮崎正規さん(白石)が管理されている水田(大谷地区)

-ν p
 

水
田
に
は
水
の
出
口
と
入
り
口
が
あ
る

そ
ん
な
当
然
の
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
'て
く
れ
る
の
が
こ
の
風
景
だ

一
つ
の
水
田
の
水
の
出
口
が

次
の
水
田
の
入
り
口
に
な
り

そ
の
よ
う
に
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
水
を
送
っ
て

い
つ
か
斜
面
全
体
が
湖
に
な
る

恐
ら
く
は
こ
の
国
に

稲
作
が
や
っ
て
き
た
と
き
か
ら

こ
の
よ
う
な
風
景
が
始
ま
り

以
来
連
綿
と
し
て
水
の
管
理
も

崩
れ
て
は
直
し
崩
れ
て
は
直
し
す
る
畦
の
手
入
れ
も

続
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う

そ
ん
な
歴
史
を
思
う
と
き

米
の
文
化
の
奥
深
さ
を
思
う

「
日
本
の
米
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り

。肱川町ホームページアドレス:http://www.town.hijikawa.ehime.jp 
~ H ( iモード対応) : http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 
~ e メールアドレス : hijikawa@town.hijikawa.ehime.jp 
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